
 

         

协
公
財
卐
日
本
習
字
教
育
財
団 

観
峰
館 

令
和
４
年
协
２
０
２
２
卐
度
春
季
企
画
展 

隠 い
ん

元 げ
ん

隆
琦

り
勄
う
き

３
５
０
年
遠 お

ん

諱 き 

黄
檗

お

う

ば

く

イ
ン
パ
ク
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
期 

４
月
16
日
协
土
卐
卛
６
月
12
日
协
日
卐 

前
期 
４
月
16
日
协
土
卐
卛
５
月
15
日
协
日
卐 

後
期 

５
月
17
日
协
火
卐
卛
６
月
12
日
协
日
卐 

 

展
示
出
品
リ
ス
ト 

＊
展
覧
会
情
報
は
劣
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
勖
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
劤 



 



 

は
じ
め
に 

卛
時
代
よ
劣
動
け
！
卛 

 
黄
檗
宗
の
宗
祖
・
隠
元
隆
琦
协
１
５
９
２
卛
１
６

７
３
卐
の
来
朝
は
劣
臨
済
宗
を
中
心
と
す
る
禅
宗
寺

院
に
大
き
な
助
イ
ン
パ
ク
ト
努
を
も
た
ら
し
ま
し
た
劤 

江
戸
前
期
の
近
江
は
劣
室
町
時
代
後
期
の
戦
乱

に
よ
り
荒
廃
し
た
寺
院
が
多
く
劣
そ
れ
ら
の
再
興

に
あ
た
勂
て
は
劣
黄
檗
僧
が
多
く
関
与
し
ま
し
た
劤

こ
の
東
近
江
地
域
に
目
を
向
け
る
と
劣
永
源
寺
に

隠
元
が
当
山
し
住
持
で
あ
勂
た
如
雪
文
巌
协
１
６

０
１
卛
１
６
７
１
卐
と
交
流
し
た
と
伝
わ
る
ほ
か
劣

後
水
尾
法
皇
の
深
い
帰
依
を
受
け
た
龍
渓
性
潜 

协
１
６
０
２
卛
１
６
７
０
卐
が
中
興
開
山
と
な
勂

た
正
明
寺
协
蒲
生
郡
日
野
町
卐
な
ど
劣
多
く
の
黄
檗

寺
院
が
点
在
し
て
い
ま
す
劤 

 

そ
し
て
劣
黄
檗
僧
な
ら
び
に
近
江
商
人
が
も
た

ら
し
た
中
国
舶
来
の
書
画
は
劣
羨
望
の
眼
差
し
の

中
で
受
け
入
れ
ら
れ
劣
多
く
の
寺
院
に
寄
進
さ
れ

什
物
と
な
勂
た
ほ
か
劣
地
域
の
書
画
家
に
影
響
を

与
え
ま
し
た
劤
こ
の
事
実
か
ら
劣
同
地
域
が
京
都
・

大
阪
と
は
異
な
る
文
化
を
築
い
た
と
も
い
え
る
で

し
勅
う
劤 

こ
の
展
覧
会
で
は
劣
隠
元
隆
琦
禅
師
３
５
０
年

遠
諱
に
あ
た
り
劣
東
近
江
地
域
の
所
縁
の
寺
院
に

伝
わ
る
所
蔵
品
を
中
心
と
し
て
劣
黄
檗
宗
の
も
た

ら
し
た
助
イ
ン
パ
ク
ト
努
を
探
り
ま
す
劤 

最
後
に
劣
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
劣
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
劤 

 
 
 
 
 
 

主
催
者  

 

 

１
st 

隠
元
隆
琦 

 

隠
元
隆
琦
は
劣
京
都
宇
治
に
萬
福
寺
を
開
創
し
劣

そ
の
地
を
拠
点
と
し
て
近
江
に
も
多
く
の
影
響
を

与
え
て
い
る
劤
隠
元
の
墨
跡
な
ら
び
に
絵
画
作
品

へ
の
賛
に
み
え
る
隠
元
の
作
品
を
紹
介
す
る
劤 

 

协
主
な
出
品
作
品
卐 

№
２ 

隠
元
騎
獅
像 

隠
元
隆
琦 

自
賛 

喜
多
道
矩 

画 

江
戸
前
期 

正
瑞
寺
协
東
近
江
市
卐
所
蔵 

獅
子
に
倚
坐
し
拄
杖
を
つ
く
特
異
な
隠
元
隆
琦

の
肖
像
は
䣍
隠
元
渡
来
か
ら
黄
檗
開
山
ま
で
の
時

期
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
䣎 

正
瑞
寺
所
蔵
本
は
䣍
賛
句
か
ら
類
推
す
る
に
䣍

普
門
寺
に
移
䣬
た
明
暦
年
間
に
描
か
れ
た
も
の
で
䣍

肖
像
は
䣍䣓
隠
元
か
き
の
長
兵
衛
䣔
と
称
さ
れ
た
喜

多
道
矩
䥹
？
䦅
１
６
６
３
䥺
に
よ
る
も
の
䣎
喜
多

道
矩
は
同
じ
く
黄
檗
頂
相
画
家
で
あ
る
楊
道
真
に

学
び
䣍
明
暦
３
年
䥹
１
６
５
７
䥺
頃
よ
り
䣍
黄
檗

頂
相
の
多
く
を
描
い
た
画
家
で
あ
る
䣎 

 

䣗
釈
文
䣘 

騎
獅
子
何
処
去
未
哮 

吼
驚
人
句
顕
而
不
耀 

隠
而
弥
著 

杖
頭
挑
出
無
多
子 

一
任
諸
人
辞
指 

註 

老
僧
隠
元
自
題 

 

№
３ 

隠
元
隆
琦
像 

隠
元
隆
琦 

自
賛 

喜
多
道
矩 

画 

江
戸
前
期 

小
松
寺
协
東
近
江
市
卐
所
蔵 

小
松
寺
の
頂
相
は
䣍
正
瑞
寺
所
蔵
の
も
の
と
は

異
な
り
䣍
曲
彔
に
坐
し
䣍
正
面
向
き
に
描
か
れ
た

黄
檗
の
基
本
的
な
頂
相
画
で
あ
る
䣎
左
手
に
は
払

手
䣍
右
手
に
は
拄
杖
を
執
り
胸
近
く
ま
で
引
き
寄

せ
て
い
る
䣎
ま
た
曲
彔
の
木
目
を
丹
念
に
描
い
て

い
る
䣎 

本
来
䣍
頂
相
は
伝
法
の
証
で
あ
り
䣍
面
相
の
陰

影
表
現
に
み
る
写
実
性
や
図
様
の
正
面
性
は
䣍
師

と
対
面
す
る
際
の
緊
張
感
を
高
め
る
効
果
が
あ
䣬



 

た
䣎
そ
の
影
響
は
䣍
他
の
頂
相
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
る
䣎 

 

䣗
釈
文
䣘 

黄
檗
永
当
枝
葉
長
老 

一
相
両
名
無
萬
不
可
美 

法
孫
伝
徧
大
千
意
声 

弥
希
無
々
鳥 

老
僧
隠
元
琦
自
題 

 

№
５ 

八
十
自
祝
偈 

隠
元
隆
琦 

書 

鶴
亭 

画 

寛
文
６
年
协
１
６

６
６
卐 

萬
福
寺
协
京
都
市
卐
所
蔵 

寛
文
６
年
11
月
４
日
䣍
隠
元
80
歳
を
記
念
し

た
䣍
自
祝
の
偈
で
あ
る
䣎
同
日
に
は
䣍
盛
大
な
寿

筵
が
催
さ
れ
䣍
寿
章
の
多
く
が
寄
せ
ら
れ
た
が
䣍

そ
れ
に
答
え
た
詩
偈
の
一
首
で
あ
る
䣎 

 

現
在
こ
の
作
品
は
䣍
絖
本
水
墨
に
朱
彩
の
群
鶴

図
で
飾
ら
れ
䣍
表
装
さ
れ
て
い
る
䣎
こ
の
絵
は
䣍

安
永
７
年
䥹
１
７
７
８
䥺
３
月
䣍
塔
頭
の
紫
雲
院

の
住
持
で
あ
䣬
た
海
眼
浄
光
こ
と
鶴
亭
䥹
１
７
２

２
䦅
１
７
８
６
䥺
が
描
い
た
も
の
で
䣍
隠
元
の
祝

偈
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
䣎 

䣗
釈
文
䣘 

人
間
化
日
転
忙
々 

八
十
年
来
勝
電
光 

撥
転
毫
頭
三
昧
力 

頓
空
寿
相
寿
無
疆 

松
堂
隠
元
書 

 

安
永
戊
戌
春
三
月 

紫
雲
主
人
海
眼
光
敬
書

２
nd 

東
近
江
の
黄
檗
宗
寺
院 

 

東
近
江
地
域
に
は
劣
江
戸
時
代
に
旧
来
の
寺
院

を
再
興
し
て
成
立
し
た
黄
檗
宗
寺
院
が
多
く
点
在

す
る
劤
こ
こ
で
は
劣
正
瑞
寺
劣
小
松
寺
劣
正
明
寺
の

三
箇
寺
の
所
蔵
品
に
注
目
し
劣
そ
の
歴
史
を
紐
解

く
劤 

№
11 

龍
渓
性
潜
像 

即
非
如
一 

賛 

喜
多
元
規 

画 

江
戸
前
期 

正
明
寺
协
日
野
町
卐
所
蔵 

龍
渓
性
潜
䥹
１
６
０
２
䦅
１
６
７
０
䥺
は
䣍
京

都
に
生
ま
れ
䣍
妙
心
寺
住
持
の
時
代
に
䣍
隠
元
を

招
請
し
よ
う
と
し
て
䣍
果
た
せ
ず
摂
津
・
普
門
寺

へ
迎
え
た
䣎
隠
元
の
積
極
的
な
支
援
者
で
あ
り
䣍

萬
福
寺
建
立
な
ど
を
実
現
さ
せ
た
䣎
六
十
三
歳
の

時
䣍
隠
元
の
嗣
法
を
受
け
䣍
後
水
尾
法
皇
の
深
い

帰
依
を
受
け
て
䣍
正
明
寺
の
中
興
開
山
と
な
䣬
た
䣎 

肖
像
は
䣍
喜
多
道
矩
の
息
子
・
元
規
が
描
い
て

お
り
䣍
黄
檗
画
像
の
典
型
的
な
特
徴
が
よ
く
表
れ

て
い
る
䣎 

䣗
釈
文
䣘 

大
宗
正
統
禅
師
道
影 

 

讃 

量
舒
々
体
如
々
忘
浄 

穢
挺
芙
蕖
処
丈
室
猶 

太
虚
䣏
氵
＋
耳
＋
少
䣐
湘
海
若
溝
渠 

上
賜
号
名
不
居
統
有 



 

宗
徳
乃
余
勿
住
着
念 

衣
盂
趙
老
婆
尚
倚
閭 

歳
上
章
閹
茂 

菊
月
望 

聖
寿
山
法
兄
即
非
䣏
禾
＋
侖
䣐
南 

題 

 

№
13 

梅
嶺
道
雪
像 

 

梅
嶺
道
雪 

自
賛 

天
和
２
年
协
１
６
８
２
卐 

正
瑞
寺
协
東
近
江
市
卐
所
蔵 

  

梅
嶺
道
雪
䥹
１
６
４
１
䦅
１
７
１
７
䥺
は
䣍
肥

前
・
小
城
に
生
ま
れ
䣍
寛
文
３
年 

䥹
１
６
６
３
䥺
䣍

即
非
如
一
に
参
謁
し
䣍
梅
嶺
の
法
名
を
受
け
た
䣎

延
宝
２
年
䥹
１
６
７
４
䥺
䣍
太
虚
道
清
の
再
興
し
た

正
瑞
寺
の
住
持
と
な
䣬
て
い
る
䣎
そ
の
後
䣍
近
江

八
幡
市
・
正
宗
寺
や
福
寿
寺
に
入
り
䣍
師
の
大
眉

性
善
䥹
１
６
１
６
䦅
１
６
７
３
䥺
と
共
に
再
興
に

力
を
尽
く
し
た
䣎 

 

こ
の
肖
像
は
䣍
福
寿
寺
や
潮
音
寺
等
に
所
蔵
さ

れ
る
が
䣍
最
も
若
年
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
䣎 

  

№
14 

鉄
眼
道
光
像 

月
潭
道
澂 

賛 

协
絵
師
不
明
卐 

江
戸
前
期 

小
松
寺
协
東
近
江
市
卐
所
蔵 

鉄
眼
道
光
䥹
１
６
３
０
䦅
１
６
８
２
䥺
は
䣍
肥

後
国
の
出
身
で
䣍
長
崎
・
興
福
寺
に
て
隠
元
に
参

謁
し
䣍
後
に
木
庵
の
元
に
参
じ
た
䣎
寛
文
９
年 

䥹
１
６
６
９
䥺
䣍
隠
元
よ
り
明
版
大
蔵
経
を
贈
ら
れ

る
と
䣍
京
都
・
宝
蔵
院
を
拠
点
と
し
て
䣍
開
版
事

業
に
着
手
し
た
䣎
そ
の
版
木
は
六
万
枚
に
も
及
び
䣍

そ
の
大
半
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
䣎 

鉄
眼
は
小
松
寺
の
中
興
開
山
で
あ
り
䣍
同
寺
に

は
肖
像
が
伝
わ
る
䣎
宝
蔵
院
の
肖
像
に
比
べ
䣍 

 

そ
の
表
情
は
䣍
厳
し
さ
の
中
に
穏
や
か
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

䣗
釈
文
䣘 

禅
林
翹
楚 

僧
海
瑞
龍 

辯
流
瀑
水 

景
納
虚
空 

曾
受
宗
印 

於
黄
檗
室 

克
媲
願
功 

於
紫
柏
翁 

茂
貝
樹
於
諸
処
耀 

慧
日
於
寰
中
懋
哉 

箕
嶠
重
興
祖
水 

使
児
孫
仰
道
風 

峩
山
道
澄
和
南
拝
賛 

 

３
rd 

隠
元
隆
琦
と
如
雪
文
巌 

 

東
近
江
市
の
大
本
山
・
永
源
寺
の
再
興
に
貢
献

し
た
如
雪
文
协
一
六
〇
一
卛
一
六
七
一
卐
は
劣
隠
元

と
親
密
な
交
流
を
は
か
り
劣
永
源
寺
及
び
末
寺
に

様
ざ
ま
な
黄
檗
文
化
を
も
た
ら
し
た
劤 

№
18 

如
雪
文
巌
像 

如
雪
文
巌 

自
賛 

木
村
徳
栄 

画 

江
戸
前
期

正
法
寺
协
京
都
府
和
束
町
卐
所
蔵 

如
雪
文
巌
䥹
１
６
０
１
䦅
１
６
７
１
䥺
は
䣍
一

絲
文
守
の
弟
子
と
し
て
䣍
師
と
共
に
永
源
寺
の
再

興
に
尽
力
し
た
僧
で
あ
る
䣎
如
雪
は
明
暦
元
年 

䥹
１
６
５
５
䥺
頃
よ
り
書
簡
の
や
り
取
り
を
し
て

お
り
䣍
そ
の
後
も
䣍
隠
元
の
永
源
寺
へ
招
請
し
た



 

他
䣍
萬
福
寺
・
松
隠
堂
に
隠
元
を
訪
問
す
る
な
ど
䣍

交
流
を
深
め
た
䣎 

 

こ
の
頂
相
は
䣍
数
種
類
有
る
如
雪
の
頂
相
に
お

い
て
䣍
隠
居
し
た
正
法
寺
に
伝
来
す
る
も
の
で
䣍

親
交
の
あ
䣬
た
烏
丸
資
慶
䥹
１
６
２
２
䦅
１
６
７

０
䥺
の
請
い
に
よ
り
自
賛
し
た
も
の
䣎 

䣗
釈
文
䣘 

烏
丸
亜
将
資
慶
卿
一
日 

図
余
之
裏
質
見
需
賛
因
綴 

拙
辞
応
其
請
云 

這
擔
板
漢
甘
処
岩
根
空
来 

今
古
呑
却
乾
坤
堪
笑
百
醜 

千
拙
被
描
画
入
官
園 

咦 
 

莫
将
五
彩
作
真
相 

徒
向
水
中
撈
月
痕 

前
永
源
如
雪
老
衲
自
題 

№
20 

挽
如
雪
文
巌
偈 

隠
元
隆
琦 

書 

寛
文
11

年
协
１
６
７
１
卐 

 

正
法
寺
协
京
都
府
和
束
町
卐
所
蔵 

隠
元
は
他
宗
派
の
禅
と
多
く
交
誼
を
結
ん
で
い

る
が
䣍
そ
の
中
に
あ
䣬
て
如
雪
文
巌
と
は
䣍
親
密

な
関
係
を
築
い
て
い
る
䣎
こ
の
作
品
は
䣍
こ
の
年

の
４
月
18
日
䣍
如
雪
が
示
寂
し
た
直
後
䣍
如
雪
を

悼
ん
で
隠
元
が
贈
䣬
た
も
の
䣎 

䣗
釈
文
䣘 

年
来
養
徳
応
林 

泉
坐
脱
万
縁
独
悄 

然
如
説
而
行
到
彼 

岸
頓
空
諸
相
絶
言 

詮
百
千
億
劫
功
程
満 

七
十
一
春
道
果
円
聊 

芸
名
檀
薫
性
海 

宝
華
屋
上
面
□
仙 

辛
亥
孟
夏
望
䥹
？
䥺
後 

黄
檗
隠
元
老
僧
書 

挽 瑞
泉
如
雪
禅
徳 

 

４
th 

黄
檗
イ
ン
パ
ク
ト 

 

東
近
江
地
域
の
臨
済
宗
寺
院
で
は
劣
額
字
や
墨

跡
を
黄
檗
僧
が
揮
毫
す
る
な
ど
劣
黄
檗
宗
は
他
宗

派
に
も
影
響
を
与
え
た
劤
こ
こ
で
は
劣
黄
檗
宗
が
も

た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
探
る
劤 

 

№
27 

額
字
助
乾
徳
寺
努 

隠
元
隆
琦 

書 

江
戸
前
期 

乾
徳
寺
协
東
近
江
市
卐

所
蔵 東

近
江
市
五
個
荘
川
並
町
に
あ
る
䣍
臨
済
宗
妙

心
寺
派
の
乾
徳
寺
の
額
字
で
あ
る
䣎 

天
嶺
性
空
筆
の
䣓
浄
光
山
乾
徳
寺
記
䣔
に
よ
る

と
䣍
中
興
開
山
の
天
然
會
通
は
䣍
承
応
３
年
䥹
１

６
５
４
䥺
７
月
䣍
隠
元
隆
琦
が
来
朝
し
た
報
せ
を

受
け
䣍
直
ぐ
に
長
崎
に
赴
き
䣍
隠
元
の
下
で
修
業

し
た
と
い
う
䣎
そ
の
後
䣍
乾
徳
寺
開
山
に
あ
た
り
䣍

近
江
に
戻
る
際
に
䣍
隠
元
に
額
字
を
揮
毫
し
て
も

ら
䣬
た
も
の
と
伝
わ
る
䣎 

䣗
釈
文
䣘 

乾
徳
寺 

臨
済
三
十
二
世
隠
元
題 



 

№
28 

額
字
助
瓦
屋
寺
努 

 

即
非
如
一 

書 

江
戸
前
期 

瓦
屋
寺
协
東
近
江

市
卐
所
蔵 

東
近
江
市
建
部
瓦
屋
寺
町
に
あ
る
臨
済
宗
妙
心

寺
派
の
瓦
屋
寺
の
額
字
䣎
即
非
如
一
の
揮
毫
に
よ

る
も
の
䣎
瓦
屋
寺
は
䣍
江
戸
時
代
・
正
保
年
間
䥹
１

６
４
４
年
頃
䥺
に
䣍
雲
居
希
膺
䥹
１
５
８
２
䦅
１

６
５
９
䥺
の
嗣
法
を
受
け
た
香
山
祖
桂
䥹
１
６
１

５
䦅
１
６
８
６
䥺
に
よ
䣬
て
復
興
さ
れ
て
い
る
䣎 

こ
の
額
字
を
即
非
に
求
め
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る

が
䣍
寛
文
３
年
䣍
４
年
䥹
１
６
６
３
䣍
６
４
䥺
頃
䣍

即
非
は
萬
福
寺
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
䣍
こ

の
時
期
に
揮
毫
を
依
頼
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
䣎 

 

䣗
釈
文
䣘 

瓦
屋
寺 

雪
峰 

即
非
書 

 

№
35 

香
山
祖
桂
像 

香
山
祖
桂 

自
賛 

木
村
徳
栄 

画 

延
宝
５
年

协
１
６
７
７
卐 

大
徳
寺
协
東
近
江
市
卐
所
蔵 

香
山
祖
桂
䥹
１
６
１
５
䦅
１
６
８
６
䥺
は
䣍
臨

済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
大
徳
寺
を
実
質
再

興
し
た
密
雲
祖
引
の
師
に
あ
た
り
䣍
瓦
屋
寺
の
中

興
開
山
で
も
あ
る
䣎 

こ
の
頂
相
は
䣍
香
山
祖
桂
の
自
賛
に
よ
る
寿
像

で
あ
る
が
䣍
真
䣬
直
ぐ
に
正
面
を
向
く
描
写
の
方

法
は
䣍
黄
檗
宗
を
中
心
に
䣍
江
戸
時
代
以
降
の
頂

相
に
見
ら
れ
る
も
の
䣎
同
種
の
例
と
し
て
は
䣍
宮

城
・
大
仰
寺
の
洞
水
東
初
像
が
著
名
で
䣍
そ
の
影

響
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

５
th 

魅
惑
の
黄
檗
美
術 

 

蘭
渓
若
芝
劣
小
原
慶
雲
な
ど
劣
長
崎
で
活
躍
し
黄

檗
風
の
絵
画
の
優
品
を
描
い
た
画
家
の
作
品
と
劣

そ
の
影
響
を
受
け
た
葛
蛇
玉
劣
伊
藤
若
冲
ら
の
絵

画
作
品
を
取
り
上
げ
る
劤 

 

№
45 

鯉
魚
図 

 

葛 

蛇
玉 

画 

江
戸
中
期 

曹
源
寺
协
東
近
江

市
卐
所
蔵 

 



 

 
葛
蛇
玉
䥹
１
７
３
５
䦅
１
７
８
０
䥺
は
䣍
大
坂

の
画
家
で
䣍
沈
南
蘋
な
ど
舶
来
の
中
国
絵
画
を
学

ん
だ
䣎
こ
の
作
品
は
䣍
蛇
玉
が
得
意
と
し
た
鯉
を
䣍

春
䣍
夏
䣍
冬
の
季
節
ご
と
に
書
き
分
け
た
䣍
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
作
品
で
あ
る
䣎 

№
47 

五
言
句
対
幅 

 

無
染
浄
善 

書 

江
戸
中
期 

清
源
寺
协
日
野
町
卐

所
蔵 無

染
浄
善
は
䣍
東
近
江
市
・
正
瑞
寺
の
檀
越
・

川
島
家
よ
り
出
た
黄
檗
僧
で
あ
る
䣎
直
指
庵
の
住

持
を
務
め
る
他
䣍
詩
文
書
画
を
善
く
し
䣍
伊
藤
若

冲
の
画
に
最
も
多
く
の
賛
記
を
し
て
い
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
䣎 

こ
の
作
品
は
䣍
臨
済
宗
永
源
寺
派
の
清
源
寺
に

伝
わ
る
も
の
䣎
清
源
寺
の
歴
代
住
持
に
は
䣍
無
染

の
兄
・
謙
岩
周
益
が
お
り
䣍
そ
の
所
縁
に
よ
䣬
て

同
寺
に
所
蔵
さ
れ
た
も
の
䣎
右
聯
に
䣓
山
河
は
天

眼
の
裏
䥹
う
ち
䥺
䣔
䣍
左
聯
に
䣓
春
風
に
花
草
香
ば

し
䣔
と
書
い
て
い
る
䣎 

№
48 

瓢
箪
・
牡
丹
図 

無
染
浄
善
・
桂
洲
道
倫 

賛 

伊
藤
若
冲 

画 

江
戸
中
期 

細
見
美
術
館
协
京
都
市
卐
所
蔵 

瓢
箪
と
牡
丹
の
対
幅
の
作
品
で
䣍
輪
郭
線
の
み

で
瓢
箪
を
䣍
墨
の
濃
淡
で
牡
丹
を
表
現
し
た
も
の
䣎

一
見
䣍
地
味
に
見
え
る
水
墨
画
こ
そ
䣍
若
冲
の
技

量
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
䣎 

瓢
箪
図
の
賛
は
䣍
天
龍
寺
の
桂
洲
道
倫
䥹
１
７

７
４
７
䦅
１
７
９
４
䥺
䣍
牡
丹
図
は
䣍
正
瑞
寺
の
檀

越
の
家
よ
り
出
て
黄
檗
僧
と
な
䣬
た
無
染
浄
善

䥹
１
６
９
３
䦅
１
７
６
４
䥺
が
書
い
て
い
る
䣎
共

に
䣍
描
か
れ
た
モ
チ
䤀
フ
を
元
に
禅
の
教
え
を
説

い
た
も
の
で
あ
る
䣎 

 

䣗
釈
文
䣘 

怪
物
従
空
降
細
身 

大
顛
顱
或
疑
天 

嗔
悪
作
業
垂
拳 

頭
来
打
凡
夫
可
怕 

也
那
望
逋
呵
々
々
不 

要
怕
子
細
看
成
只 

是
箇
葫
蘆 

 
 

衣
竇
懶
杜
多
題 

 

不
事
豪
華
色 

豈
誇
富
貴
春 

若
教
陸
亘
見
蝶
夢 

出
迷
輪 

 
 

丹
崖
叟
題 

 

２
０
２
２
年
４
月
16
日 

印
刷
・
出
版 

編
集
・
発
行 

公
益
財
団
法
人 

日
本
習
字
教
育
財
団 

観
峰
館 
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在
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